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はじめに
現在、日本の 4 年制大学での動物看護職教育はど
うあるべきかという議論が活発に行われており、今
後動物看護師を目指す若者や現職者にとっての大き
な変革期を迎えている。本学には平成 13 年にアニ
マルサイエンス学科が設置され、国内で初めて大学
における動物看護師養成を開始した歴史を持つ。そ
の後動物看護師教育を開始し始めた大学は現在まで
に 5 校にのぼり、本学を含む 6 大学が「全国動物保
健看護系大学協会」を構成している。同協会では教
育の高位平準化をめざし大学レベルでの養成教育カ
リキュラムの充実と統一化についての検討を進め、
現在までに「動物看護学教育標準カリキュラム」の
作成が進められてきた。
大学教育が開始される 6 年前の 1995 年には、「動
物看護に関する研究を中心として、会員相互の情報
交換の場を設け、この分野における研究の進展を図
ることを目的」に日本動物看護学会が発足した 1）。
そして、2009 年には職能団体として一般社団法人
日本動物看護職協会が設立され、「動物看護に関す
る専門的教育及び学術の研究に努め、国民の健康と
福祉を図ると共に動物の福祉の増進に寄与すること
を目的とする」ことを運営理念としている 2）。さら
に 2011 年に「動物看護師統一認定機構」が発足し、
2012 年にはこれまでの民間団体資格を統一し、「認
定動物看護師」の資格認定を開始した。この資格の
認定を受けるためには、「統一認定試験」に合格す
ることが条件となっており、また、平成 28 年度以
降は機構が認定する専門養成カリキュラムをもつ専
門学校・大学において教育を受けた者のみしか同試
験の受験資格が得られないことが予定されている。
このような背景があり、すでに動物看護師認定資
格の公的試験が存在している米国における動物看護
師および養成教育の現状を知ることは、今後のわが
国そして本学のような 4 年制大学における動物看
護職教育の在り方を考えるために有用であると考
えられた。そこで我々は 2011 年 8 月に、米国 4 年
制大学として動物看護師養成カリキュラムをもつパ
デュー大学（インディアナ州）の付属動物病院およ
び獣医看護学科を訪問し、教育やカリキュラムにつ
いて調査し、施設見学をする機会を得たので、本稿
において報告する。なお、本研究は本学平成 23-24
年度教育推進特別研究費（「海外の四年制大学にお
ける動物看護・動物福祉・獣医療技術分野教育の現
状視察」）により実施した。
米国の動物看護師資格認定制度および養成教育
米 国に おける動 物 医 療 従 事 者 には、 動 物 助
手（veterinary assistant）、 獣 医 師 予 備 学 生（pre-
veterinary student）、 動 物 看 護 師（veterinary 
technician）、動物技術士（veterinary technologist）、
獣医師（veterinarian）の 5 つの職種があるとされ、
その内教育制度や資格認定制度があるのは、動物看
護師、動物技術士、そして獣医師である。動物助手
は業務を通じた訓練が必要だが、特に資格を得る必
要はなく、業務の内容は動物の世話や臨床の補助、
獣医師・動物看護師の補助、動物の管理、保定など
を行い、獣医療に直接携わることはない。一方、動物
看護師や動物技術士は医療行為に携わり、実施でき
る医療行為の範囲が州にごとに定められている。動物
看護師が行いうる医療行為について全米で共通してい
る点は、「診断、予後判定、処方、手術をしてはならない」
とされている点である。上記の 4 点を除いて、獣医師
の直接、間接の監督下であれば動物看護師が実施し
ても良いとされている業務の例として、麻酔導入から
CT 撮影、覚醒まで等が挙げられる。
動物看護師として働き始めるためには、まず米国獣
医師会（American Veterinary Medical Association 
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（AVMA））が認定したプログラムをもつ学校を卒業
しなければならない 3）。この認定を受けるために学
校は、獣医師会の獣医看護師教育委員会（AVMA 
Committee on Veterinary Technician Education 
and Activities （CVTEA）） と 教 育 評 議 委 員 会
（AVMA Council on Education） によって定 めら
れた、施設の規模、決められたカリキュラム、教員
が必要となる 4）5）。現在、全米とカナダに 221 校あ
り、AVMA が認定した 2 年制の動物看護師（動物
技術士）プログラムを修了する必要がある。また現
在ではそのうちの 22 校が 4 年制大学であり、8 校
がインターネットなどを用いた遠隔教育システムをもつ
プログラムを開講している。これらの課程を修了する
と准学士（associate science degree in veterinary 
technology）の称号が得られる 4）。また、より高度な
動物診療技術や動物管理学、動物医科学を学ぶ大学
教育コ スー（AVMA が認定した 4 年間の動物技術プ
ログラム）が 22 の大学で行われている 4）。この動物
技術士プログラムを修了すると、「理学士（獣医技術）」
（Bachelor of Science in Veterinary Technology 
Degree）の称号を得ることができる 4）。獣医学部が
ある大学では、パデュー大学、ミシガン州立大学、ミ
シシッピ州立大学に動物看護学科が設けられている。
動物看護師の資格取得には、動物看護師ある
いは動物技術士プログラムを修了して、まず国
家 認 定 試 験（the Veterinary Technician National 
Examination ; VTNE）に合格することが必要であ
る 4）5）。この試験は年に 2 回行われ、4 択の選択問
題が 200 問出題される。この試験は 3 時間かけて行
われる。試験にて出題される内容の割合は事前に
公表されている。この国家認定試験の目的は、動
物看護師の認定を行う各州の獣医師会（the State 
Board）に対して、プログラム修了者が実際に動物
医療に従事する際に、動物看護師として必要とさ
れる知識や技術を習得していることを保証するも
のである。主な目的は、4 つあり、1）動物看護師
の専門家としての能力（動物医療を行う上での資
質）が備わっているか、2）雇用者が動物看護師の
能力を比較できるような統一評価で、3）知識と技
術との関係を明確にすることで動物看護師の専門性
を確立すること、4）州を超えた動物看護師の認定
資格の互換性を高めることである 4）。動物看護師の
資格を得るためには、さらに各州の認定試験（the 
Veterinary Technician State Examination ; VTSE
〈口頭試問、筆記試験、臨床実技〉）に合格すること
が必要である。また、飼い主と接する機会が多い
ので、コミュニケーション技術やチームワークを
とれることが要求される。この試験に合格すると、
州により名称が異なるが、登録看護師（registered 
VT）、 認 定 看 護 師（licensed VT）、 認 証 看 護 師
（certified VT）として認定・登録され、動物病院な
どで働くことができる。認定資格取得後には更新を
行わなければならず、初年度は 1 年後、その後は 3
年おきに継続教育の義務が課せられている 4）5）。
パデュー大学獣医学部および動物看護学科
今回訪問したパデュー大学は、インディアナポリス
中心部よりとうもろこし畑が広がる土地を抜けた郊外
にあり、キャンパスの敷地は広大であった。パデュー
大学は、米国の中でも獣医学部をもつ大学に動物
看護プログラムがおかれている 3 校の内の 1 校であ
る。パデュー大学獣医学部には獣医学科と動物看
護学科があり、付属教育動物病院は Small Animal 
HospitalとLarge Animal Hospitalの2つのセクショ
ンに分かれ、小動物から大動物まで診療していた。
インディアナ州は農業がさかんな地域でもあるため、
畜産動物の診療も日常的に行われている。
事前に知己からの紹介により、動物看護学科長の
Dr. Pete Bill および同大獣医学部インターナショナ
ルプログラムオフィス担当者とのメールでのやり取
りを行い、当日短い滞在時間中に数名の同大スタッ
フとのミーティングやレクチャーの機会を持てるよ
う効率的なスケジュールを組んでいただくことがで
きた。そこで動物看護師養成カリキュラムについて
の情報提供や質疑、教育病院見学に加え、筆者らの
専門分野である動物行動治療や、「アニマルシェル
ター獣医学」プログラムの担当スタッフにも面会し、
話を聞き意見交換を行った。
まずはじめに付属教育動物病院長の Dr. Mimi 
Arighi に、院内を案内しながら診療と教育の状況に
ついて説明をしていただいた。付属病院には、内科、
外科だけでなく、皮膚科、腫瘍科、放射線腫瘍科、
循環器科、救急治療科、神経科、整形外科、そして
行動診療科等の多くの専門診療科が存在していた。
同院では、学生の訓練のためにも、二次診療だけでな
く近郊からの一般診療外来患者も受け入れている。こ
の体制により、獣医師学生と動物看護学生は、各診
療科で実践的なケ スーに取り組みながら、実習や研修
を行っていくことが可能である。さらに、大動物の内
科・外科、麻酔部、画像診断部、診断病理部等の臨
床をサポ トーする部門も存在する。付属病院で働くス
タッフは、獣医師教員が 51 名、臨床専門獣医師 2 名、
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研修獣医師 34 名と獣医師だけで 87 名在籍しており、
動物看護師と技師については、臨床看護師および技
師等が 59 名、動物看護師教員が 16 名であり、合計
で 160 名余りを擁している。この教員数に対し、獣医
学生は約 70 名、動物看護学生は約 30 名が 1 学年の
定員となっており、少人数制による細やかな教育が可
能となっている。しかしこれだけの人数がいても、病
院長は動物看護師をもっと雇いたいのだが、雇用でき
る適切な人材がなかなかいないという問題があると話
していた。大学病院のため、勤務する動物看護師は
専門分野を絞った業務を行なっており、かなり多くの
責務を任されていた。特に同大では獣医師および動物
看護師双方の養成を行っているため、現場で診療に実
際に携わりながら学生の指導をする動物看護師と動物
看護学生、そして獣医学生とその指導をする診療獣医
師の 4 名が 1ケ スーをみるといったシステムにより、臨
床実務と教育を効果的に行っているとのことであった。
大学病院の設備の特徴としては、多くの診察室や
検査室を有しており、スタッフステーションに入院動
物の様子を常に観察できるようにモニターや情報を共
有するためのボ ドーが設置され、薬局や検査室も集
中の大きなものが設置されていた（図 1、2、3）。診
察室 1 つずつは小部屋になっており、特に安楽死をす
る動物と飼い主がお別れをするための部屋が診察室
を改造して設けられており、ゆったりと座れるソファー
が置かれ、間接照明を使った部屋は少し暗く、オレン
ジ色の柔らかい雰囲気に作りこまれていた（図 4、5）。
CT やレントゲン撮影を行うための部屋もあり、それ
ぞれの場所で専門の担当スタッフが常に働いている
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図 4　診察室図 2　情報共有用のホワイトボード
図 5　お別れ部屋図 3　薬局
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状態であった（図 6）。また、パデュー大学では大動
物の診察も行うため、小動物診療をするエリアとは別
に大動物が入舎できるような施設も用意されていた。
見学した時に大動物は居なかったが、さまざまな検
査するための診察室のような部屋や、大動物が待機
できるような大きな施設があり（図 7、8）、大動物専
門の動物看護師も数名いるということだった。
続いて、動物看護学科長であり、獣医薬理学教授
の Dr. Pete Bill と懇談し、カリキュラムや学科の現
状について紹介していただいた。パデュー大学での
動物看護学科のカリキュラムは基礎や臨床科目に加
えて、実習として 2 年生〜 4 年生の前期の間（2-3 年
の間の夏休みも含む）に 6 回のタームに分けられたク
リニックのローテーションが組まれており、同時期に
実習をする上級生が下級生を指導する体制も教育の
一環としてうまく取り入れている。1 年次には教養的
な科目を学び、2 年次に基礎的な正常動物に関する
知識を学び、3 年次以降に異常状態に関する知識と、
臨床対応について学ぶとともに、早い段階から多くの
実習を通じて実践的な技術を身に着けていく。
印象的だったのは、「当学科卒の動物看護師は引く
手あまたであり、求人に卒業生が追いつかないほど
だ」「専門学校卒とはレベルが異なることを認知され
ているので、要求の高い動物病院や獣医療関係の企
業、国内外の養成教育機関の教員としての求人が集
まる」といった状況であるとの話であった。これは、
同大学のカリキュラムは特に 4 年制大学として動物の
疾病等に関わる知識と技術を身に着けられて卒業で
きるように作成されているからであり、企業への就職
にも対応できるといえる。
日本では、まだ統一認定資格に伴う専門分野の動
物看護師認定制度で浸透しているものは無いが、米
国ではすでに認定制度が立ち上がり、専門分野で働
く動物看護師も増えてきている。現在では、人数が
それほど多いわけではないが、麻酔、歯科、内科、
行動、馬等の専門動物看護師制度が存在しており、
米国の動物看護師が専門を選ぶ際に人気がある分野
は、1 位が内科、2 位が外科であるとのことだった。
ミーティングの機会を持った同大スタッフ動物看護
師である Ms. Julie Shaw も行動学専門認定を受け
ており、行動診療の際のサポートを専門的に担当し
ているということで、業務内容について簡単に話を
聞くことができた。
また、パデュー大学には、「シェルターメディシ
ン」の教育研究のための Maddie's Shelter Medicine 
Program が設けられており、同プログラムの助手
Dr. Annette Litster から、プログラムの概要と全米
の動向について説明を受けた。同大のプログラムに
は動物看護師も参加することが可能である。このプ
ログラムは、1999 年に設立された財団の寄付によ
り、2008 年から開始された。3 億円規模の寄付によ
り、教育と訓練、シェルターメディシンの調査、シェ
ルターメディシンの情報の普及の 3 つを目指してプ
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図 8　大動物の待機室
図 7　大動物用の診察室
図 6　CT 検査室
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ログラムが進められている。シェルターメディシン
とは、アニマルシェルターのような集団飼育動物の
管理に関する行動学、感染症学、寄生虫学、統計学、
疫学などの様々な分野についての総合的なアプロー
チとして、米国の獣医学のなかでこの 10 年急速に
進んでいるものである。同大のプログラムによって
多数の研究報告もなされ、学術から実践の場である
シェルターの管理に役立てられている。
おわりに
昨年には本学が開催校となった日本動物看護学会
第 22 回大会において、動物看護の歴史が古い英国
から、ロンドン大学王立獣医科大学動物看護学科
長の Hillary Orpet 氏とブリストル大学獣医学部動
物看護生物獣医科学科の Andrea Jeffry 氏を招き、
「英国での動物看護師の歴史」、「動物看護 ability 
model」、「動物看護過程」といった内容の講演をし
ていただき、パネルディスカッションでは英国と日本
での動物看護職教育について様々な意見を交わすこ
とができた。現在欧米諸国をはじめとする各国にお
いて、高度化した小動物臨床を担うための質の高い
動物看護師、あるいは検疫や動物感染症対策業務
を獣医師とともに担うための獣医療補助技術者につ
いて、大学レベルでの養成教育が増加している。こ
の動きとともに、世界動物保健機関（OIE）が策定し
公開している「陸生動物衛生規約」においても、人
と動物の健康と福祉を守るため、獣医師以外の技術
者の存在を各国が規定することが求められるに至っ
ている 6）。今回の米国の現状調査と現地視察により、
4 年制大学での動物看護師養成教育や動物看護学研
究の必要性の高まりは世界的な動きであり、改めて
実感することができた。今回の成果を、本学での同
分野の教育研究の在り方に反映させていきたい。
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